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【本法の特徴】

死滅した標的細胞から放出されるEuropiumの蛍光を測定します。

Programmed cell death 1（PD-1）を発現させたナチュラルキラー（NK）細胞株（TK-PD1🄬🄬）とPD-1 
ligand 1（PD-L1）を発現させたNK感受性がん細胞株（標的細胞）を用い、細胞傷害活性の変化を指標として
PD-1/PD-L1免疫チェックポイント阻害剤の生物活性を評価します。
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[図1] 本来備わっている、NK細胞による標的細胞に対する
細胞傷害活性が免疫抑制シグナルにより抑制

[図2] PD-1/PD-L1免疫チェックポイント阻害剤によって
免疫抑制シグナルが抑制され、NK細胞による

標的細胞への細胞傷害活性が回復
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PD-1/PD-L1分子間の相互作用及びシグナル伝達（図1）を測定するELISA及びレポーターアッセイ等による
既存の測定系では評価できなかった、がん細胞の排除に直接関与するNK細胞による
細胞傷害活性（図2）を測定します。 そのため、
PD-1/PD-L1免疫チェックポイント阻害剤の効果を直接評価できます。

動物モデルや末梢血由来細胞を用いてがん細胞に対する細胞傷害活性を測定する評価系は煩雑で評価に時間
がかかる等の課題がありますが、本測定法はPD-1及びPD-L1のそれぞれ安定発現細胞株を使用するため、
簡便かつ短期間で評価できます。

細胞株を使用するため、再現性の良いデータを取得できます。

抗体濃度依存的に
抑制された細胞傷害活性が回復
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